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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 
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第６２号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □【ビジネスＥＸＰＯに出展します】 

 □【ジャパンホームショーに出展します】 

 

■トピックス 「防火に関する大臣認定仕様の告示化の検討」 

 

■研究紹介「【経常研究】地域気候に適合する建築物の設計およびまちづくり 

                            に向けた気象データの解析手法に関する研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □第３回日中韓風工学に関する国際ワークショップが開催されました 

 □建築士・建築技術者のためのスキルアップセミナー（第１回）に参加しま 

  した 

 □９月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 
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 イベントのお知らせ 
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□【ビジネスＥＸＰＯに出展します】 

 

平成２６年１１月６日から７日にかけて、アクセスサッポロにおいて今年もビ 

ジネスＥＸＰＯが開催されます。 

これは道内企業をはじめとする産学官による製品・技術等の情報交換をとおし 

て、商談や新たなビジネスに繋げることを目的として開催されているもので、 

北総研も道総研ブースに出展し、研究成果を展示します。 

当日は研究職員がその場で説明も行いますので、是非会場へお越しください。 

 

日時：平成２６年１１月６日（木） １０：００～１７：３０ 

   平成２６年１１月７日（金）  ９：３０～１７：００ 

 

場所：アクセスサッポロ（札幌市白石区流通センター４丁目） 

 

当日は、地下鉄東西線大谷地駅と会場間に「無料シャトルバス」が運行します。 

 

（企画課 酒井） 

 

□【ジャパンホームショーに出展します】 

 

北総研は「ジャパンホームショー＆ビルディングショー２０１４」の展示企画 

「第９回ふるさと建材・家具日本市」の北海道グループ出展に、協力します。 

このイベントは、毎年秋に東京ビッグサイトで行われる戸建て・マンションな 

どの“住まい”に関する建材・部材・設備に関する総合展示会で、北総研はそ 

のうち、地域材・国産商品の流通支援を目的とした「ふるさと建材・家具見本 

市」に出展する北海道グループに、セミナー講師として参加するほか、研究成 

果を展示します。 

北海道グループは青色の看板が目印となっておりますので、ご来場いただいた 

際には是非お立ち寄りください。 

 

日時：平成２６年１１月１２日（水）～１４日（金） 

   １０：００～１７：００ 

 

場所：東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）東ホール 

 

（企画課 酒井） 
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 トピックス 「防火に関する大臣認定仕様の告示化の検討」 
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性能評価課では、国土交通大臣より「指定性能評価機関」の指定を受け、建築 

基準法に基づく防耐火構造や防火設備、防火材料などの大臣認定のための審査 

に必要な性能評価の業務を行っています。また、企業などからの依頼による建 

築物などに関する各種試験の実施、実験室や機械器具の設備使用についての事 



務処理業務も担当しています。 

こうした通常業務の他に、国土交通省が実施する事業についての協力も行って 

います。本年度は、これまで継続的に行われている大臣認定防耐火構造・材料 

等のサンプル調査に加えて、「防火に関する大臣認定仕様の告示化の検討」が 

実施されます。 

防耐火構造の大臣認定で類似の仕様が多い壁、柱やはり等の構造方法を告示に 

位置づけるために必要な実験等を行うものです。具体的には、防火に関する大 

臣認定の実績の多い仕様（例えば、木耐火構造の外壁、柱、はり、床、屋根及 

び準耐火構造の外壁等）について、 

 （イ）余裕度の検証 

    性能評価の実験データを基に、個々の認定品の耐火性能の余裕度を検 

    証し、一定の余裕のある仕様の検討 

 （ロ）施工性の検証 

    被覆材の留め付け方法や目地部の処理方法を確認し、一般的な施工技 

    術の水準で十分な性能及び安全の確保が図られる仕様の検討 

 （ハ）耐火試験の実施 

    （イ）及び（ロ）において検討された仕様について、実証的に耐火試 

    験を実施し、一定の安全性が確実に確保されていることを確認するデ 

    ータの収集 

を行い、これらをふまえ、告示に位置づける仕様に関する基準案を提案します。 

（一社）建築性能基準推進協会が事業主体となり、当機構を含めて全国５か所 

の防耐火関連の指定性能評価機関が協力する予定です。 

 

 （性能評価課 櫻田） 
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 研究紹介「【経常研究】地域気候に適合する建築物の設計およびまちづくり 

                            に向けた気象データの解析手法に関する研究」 
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近年、太陽光、風力、バイオマスなどの再生可能エネルギーを活用し環境に配 

慮したまちづくりが進められています。町の中の気温や風向風速などの気象デ 

ータは、地形、標高、土地利用、植生などの要素により地域によって大きく異 

なることがあるため、再生可能エネルギーの導入では、地域内の面的な気象デ 

ータの分析に基づき最適な立地選定を検討することが重要です。特に風力発電 

の場合、地形や樹木等により風速が大きく変化するため、詳細な気象解析を行 

い最適な立地場所を導き出している事例もあります。 

 

本研究は、平成２４～２６年度の３年間で、面的な気象データを入手するため 

に、領域気象モデルと呼ばれる数値モデルを用いて詳細な気象データを解析す 

ることを目的としています。これまでに下川町を対象に、気温・風向風速の定 

点気象観測を行ったほか、町内の主要な道路を対象に広域の移動気象観測を行 

い、細かい気象データを入手しました。入手した気象データと数値モデルによ 

る計算結果を比較したところ、両者は比較的よく一致することが分かり、数値 

計算により再現可能であることを確認しています。今年度が研究の最終年度と 



なりますが、現在、富良野圏域も対象に解析を行っています。 

 

北海道らしい環境に配慮した建築設計やまちづくりなどの場面で、本研究の成 

果が活かされることを目指しつつ、研究を行っています。 

 

（居住科学Ｇ 阿部） 
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■【第３回日中韓風工学に関する国際ワークショップが開催されました】 

 

９月２６日に日中韓風工学に関する国際ワークショップが北総研で開催されま 

した。 

 

このワークショップは日本、中国、韓国の「風工学」に関する第一線の研究者 

が最新の研究成果を発表し、情報交換や交流を行うものです。毎年各国持ち回 

りで開催され、日中韓３ヶ国体制となってから初の日本開催地が当研究所とな 

りました。 

当日は中国から１４名、韓国から１０名、日本から１６名の研究者が集い、日 

本風工学会の植松康会長の開会宣言と石塚弘建築研究本部長の歓迎挨拶の後、 

「台風と竜巻」、「建築物の風工学」、「数値解析」、「橋梁と振動」の４つ 

のセッションで研究発表が行われ、活発な質疑と意見交換が繰り広げられまし 

た。 

 

研究発表の合間には当研究所の施設見学ツアーを実施し、日中韓の研究者へ当 

研究所をＰＲしました。特に当所の風洞装置は世界的にも希少な実験装置であ 

るため、関心を示す研究者が多く、突っ込んだ質問が集中しました。 

 

ワークショップに参加して印象に残ったのは、各国の風工学の進展は経済発展、 

特に超高層建築物や長大橋梁の建設と連動しており、建設ラッシュが続いた中 

国では実際の建設プロジェクトに係る発表が多く、成熟状態にある日本では、 

過去の建設プロジェクトで培ったノウハウを減災、再生エネ利用、精緻化とい 

った次のステップに繋げ、韓国は丁度その中間に位置するということでした。 

他国の研究者との相互交流は、新たな研究ダイナミズムを生むことを感じ、ア 

ジアにおける自身の研究の位置づけを確認する意味でも大変良い機会に恵まれ 

ました。 

 

（環境Ｇ 堤） 

 

■【建築士・建築技術者のためのスキルアップセミナー（第１回）に参加しま 

  した】 

 

１０月１１日（土）に後志総合振興局、建築士会後志支部青年委員会、倶知安 



町の共催で開催された「建築士・建築技術者のためのスキルアップセミナー（ 

第１回）」に講師として参加し、「北海道の新たな住まいと地域材活用」につ 

いて発表しました。 

 

多様なライフスタイルに合わせた住宅供給が求められていること、木造住宅の 

新築着工が今後３０年ほどで半減し中古住宅需要が増えることなどを紹介し、 

地域材を活用すること、地元の住宅を地元業者で建てることにより地域経済の 

活性化につながることをお話ししました。 

また、戦略研究『「新たな住まい」と森林資源循環による持続可能な地域の形 

成』において開発したコアドライ材（心持ち正角材）や、それを活用した実証 

住宅についても紹介しました。 

 

当日は２２名の参加があり、参加者からは「後志管内の着工予測数が具体的に 

聞けてよかった」「地元の製材業者との連携を深めたい」「住まい手の指向や 

傾向の調査はなかなか聞く機会がないので良かった」などの感想をいただきま 

した。 

  

（居住科学Ｇ 馬場） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【９月の業務報告】 

 

平成２６年９月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  １５件（累計 ６７件） 

設備使用   ３件（累計 １９件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ８件 

人数   ８４名 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   １２件 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】  

 

□９月の判定業務 

受付   １５件（１６棟）  

結果通知 １４件（１６棟）  

 

９月の判定依頼は、共同住宅等８件、倉庫等２件、高齢者向け施設等２件、そ 



の他でした。（計画変更も含む） 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均日数は２６．２日（前月比 

約－８日程度）、実判定日数（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平 

均日数は７．５日（前月比約－１日程度）でした。 

 

一ヶ月遅れですが、８月に判定された北海道内に建設される全適判対象物件数 

の集計が公表されています。昨年同月比で８割弱の件数となっており、全体数 

が減少していることが明らかになっています。 

（北海道指定の機関が判定した全適判対象物件数は北海道建設部にて集計） 

 

当判定センターでは更なる判定時間短縮と丁寧な判定を目標に業務を実施して 

います。引き続き、皆様のご協力をお願いいたします。 

 

（構造判定Ｇ 渡邊）  

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【編集後記】 

 

今年も早いもので残すところあと２ヶ月あまりとなり、ここ旭川では、ついに 

雪が降りました。いよいよ冬の訪れです。 

研究所では、これからの季節、当年度の研究課題の追い込みや、来年度以降の 

研究課題の検討、様々な講習会、イベントなどでの普及指導業務など、ますま 

す活気づいてくる時期でもあります。 

このメールマガジンは、研究所のこうした動きについても皆様に知っていただ 

き、当研究所を有効に活用していただくことも目的としていますが、今後、よ 

りリアルに、わかりやすく、親しみやすいメールマガジンへのリニューアルを 

予定しています。 

一方的な情報提供ではなく、双方向のコミュニケーションを重視していきたい 

と考えておりますので、こんな情報を知りたい、こんなことができないだろう 

か、などなど、ご意見、ご要望等ございましたら、下記メールフォームにて、 

ぜひお寄せください。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（企画課 清水） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 



メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


